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詳しくは、高島市ホームページ
をご覧いただくか企画広報課ま
でお問合せください。

欲しい情報がメールで届く！

下のアドレスに空メールを
送信してください。その後
送られてくるメールの指示
で登録手続きを行ってくだ
さい。

登録
方法

メール配信サービス

リアルタイム高島

文化ホール  情 報
real.hall@mpme.jp

乳幼児健診  情 報
real.nyuyouji@mpme.jp

健 康 管 理  情 報
real.kenko@mpme.jp

献 血  情 報
real.kenketu@mpme.jp

畑 の 棚 田  情 報
real.tanada@mpme.jp

熊 目 撃  情 報
real.kuma@mpme.jp

不 審 者  情 報
real.husinsya@mpme.jp

火 災  情 報  
real.kasai@mpme.jp

防 災  情 報
real.bousai@mpme.jp

高島高　斉藤さん、保木さん、
市長に凱旋報告
ゆめ半島千葉国体「第65回国民体育大会」棒高跳び

（斉藤　希望花さん） （保木　翔太さん）

　ゆめ半島千葉国体で女子棒高跳びに出場し、見事優勝さ
れた高島高校の斉藤希望花さんと、男子棒高跳びで8位
に入賞された保木翔太さんが、その報告のため市長を表敬
訪問されました。「厳しい練習とけがを克服した勲章とな
る、人生の宝物ですね」という市長の問いに、二人とも「は
い」と笑顔で答えていました。
　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事は３ページ）
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1

利 用 目 的 家計の金融行動に関する世論調査
申出者および
委託者

《申出者》株式会社　日本リサーチセンター
《委託者》金融広報中央委員会

閲 覧 日 平成22年4月21日

閲 覧 範 囲 安曇川町西万木、末広一丁目、田中の平成２年５月31日まで
生まれの男女

2

利 用 目 的 ６月全国個人視聴率調査
申出者および
委託者 《申出者》ＮＨＫ大津放送局放送部

閲 覧 日 平成22年5月19日

閲 覧 範 囲 安曇川町下小川、上小川、鴨の平成15年 12月 31日まで
生まれの男女

3

利 用 目 的 国民生活に関する世論調査
申出者および
委託者

《申出者》社団法人　中央調査社
《委託者》内閣府大臣官房政府広報室

閲 覧 日 平成22年5月19日
閲 覧 範 囲 今津町今津の平成２年５月31日まで生まれの男女

4

利 用 目 的 若年者就業構造等実態調査
申出者および
委託者

《申出者》株式会社　サーベイリサーチセンター
《委託者》滋賀県商工観光労働部労政能力開発課緊急雇用対策室

閲 覧 日 平成22年7月8日

閲 覧 範 囲

マキノ町海津、今津町浜分、弘川、深清水、今津、日置前、
松陽台一丁目、梅原、朽木荒川、新旭町藁園、饗庭、熊野本
二丁目、安曇川町西万木、三尾里、下古賀、横江浜、高島市
武曽横山の昭和45年４月２日から平成４年４月１日まで生
まれの男女

5

利 用 目 的 労働環境等実態調査
申出者および
委託者

《申出者》株式会社　ダン計画研究所
《委託者》滋賀県商工観光労働部労政能力開発課

閲 覧 日 平成22年7月9日

閲 覧 範 囲
マキノ町新保、今津町松陽台二丁目、朽木市場、安曇川町青柳、
田中、川島、新旭町新庄、深溝、旭、高島市鴨、高島の昭和
40年４月２日から昭和60年４月１日まで生まれの男女

6

利 用 目 的 住民意識調査
申出者および
委託者

《申出者》社団法人　中央調査社
《委託者》株式会社時事通信社大阪支社

閲 覧 日 平成22年7月28日
閲 覧 範 囲 マキノ町沢の平成２年８月31日まで生まれの男女

7

利 用 目 的 デジタル放送に関する調査
申出者および
委託者

《申出者》株式会社　日本リサーチセンター
《委託者》ＮＨＫ放送文化研究所　世論調査部

閲 覧 日 平成22年7月29日

閲 覧 範 囲
朽木（桑原、古屋、生杉、小入谷、中牧、能家、雲洞谷、村井、
大野、古川、柏、宮前坊）の平成６年12月 31日まで生ま
れの男女

8

利 用 目 的 生活意識に関するアンケート調査
申出者および
委託者

《申出者》株式会社　日本リサーチセンター
《委託者》日本銀行情報サービス局

閲 覧 日 平成22年9月3日

閲 覧 範 囲 今津町今津、梅原、大供、桂、上弘部の平成２年10月31日
まで生まれの男女

個人または法人による閲覧

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

（平成22年4月1日～９月30日）

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
実
施
し
た
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
住
民
基
本
台
帳
法
の
閲
覧
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
法
令
で
定
め
る

事
務
を
行
う
場
合
や
、
統
計
・
世
論
調
査
等
で
営
利
目
的
以
外
の
公
益
性
の
高
い
場
合
に
限
ら

れ
、
そ
の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

園児らジュニアポリス姿で
交通安全呼びかけ

　９月30日（木）の「交通事故死ゼロを目
指す日」に合わせ、道の駅藤樹の里あどがわ
でジュニアポリス姿の古賀保育園の園児らに
よる交通安全啓発が行われました。園児らは、
啓発品を道の駅利用者に配布し、「安全運転
お願いします」と声かけを行いました。この
「交通事故死ゼロを目指す日」は、国民一人
ひとりが交通ルールを守り、交通マナーを実
践することで、交通事故の発生を抑止するた
めに設定されているものです。（交通対策課）

交通事故死ゼロを目指す日

ク
マ
ク
マ
出
没
多
発
！

出
没
多
発
！

早
朝
や
夕
方
は

早
朝
や
夕
方
は

　

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

今
年
は
全
国
的
に
ク
マ
の
出
没
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
、
特
に
早
朝
や
夕
方
に
人

里
近
く
で
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
早
朝
、
夕
方
、
夜
間
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
山
際
で
は
、
ラ
ジ
オ
を
か
け
た
り
、
鈴
を
鳴
ら
し
た
り
す
る
な
ど
人

の
存
在
を
前
も
っ
て
知
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
で
雑
木
林
等
を
通
る
場
合
は
ベ
ル
を
鳴
ら
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ク
マ
に
遭
わ
な
い
た
め
に

市民製作の藤樹先生の
掛け軸を大洲市へ寄贈

　10月 15日（金）から17日（日）ま
で中江藤樹先生の勉学の地である愛媛県大
洲市へ高島市民18人が「市民大洲の旅」
として訪問しました。その際、安曇川町在
住で表具師の竹内清さん（91歳）から、
自作の藤樹先生の幼少の頃の肖像画を描い
た掛け軸を託され、15日の交歓会席上で
団長の竹脇副市長より大洲市の清水市長に
寄贈されました。　　（市民活動支援課）

市民大洲の旅

　９月25日（土）から10月５日（火）にかけ
て開催された同大会で、日ごろの成果を発揮され
見事な成績を収められました。
　　　　　　　　　　　　　（市民スポーツ課）

ゆめ半島千葉国体で
大健闘！！
ゆめ半島千葉国体「第 65回国民体育大会」

《ウエイトリフティング》
　・１０５kg級クリーン＆ジャーク　２位
　　　髙橋　一平（日本大学）安曇川中出身
　・　９４kg級スナッチ　８位
　　　西村　圭陽（安曇川高校）
　・１０５kg級スナッチ　５位
　　　真鍋　武偉（安曇川高校）
　・１０５kg級クリーン＆ジャーク　５位
　　　真鍋　武偉（安曇川高校）

《陸　上》
　・少年女子共通棒高跳び　１位
　　　斉藤　希望花（高島高校）
　・少年男子共通棒高跳び　８位
　　　保木　翔太　 （高島高校）
《ボート》
　・舵手付きフォア　２位
　　　杉嶋　俊幸（日本大学）今津中出身
　・舵手付きクォドルプル　８位
　　　墨友　里菜（龍谷大学）今津中出身
《セーリング》
　・国体ウインドサーフィン級　２位
　　　伊勢田　愛（パイレーツハーバー）

※敬称略
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暮
ら
し
の
情
報

i
　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
所

有
さ
れ
て
い
る
土
地
、家
屋
、※
償
却
資
産

に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、

売
買
、
相
続
な
ど
し
た
場
合
、
次
の
い
ず

れ
か
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
不
動
産
登
記
が
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　
【
取
り
壊
し
た
と
き
】

・
法
務
局
で
「
滅
失
登
記
」
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
滅
失
登
記
が
12
月
31
日
ま
で
に
完
了

し
な
い
場
合
は
、「
建
物
滅
失
届
」
を

市
役
所
税
務
課
ま
た
は
最
寄
の
支
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
売
買
・
相
続
な
ど
を
し
た
と
き
】

・
法
務
局
で
「
所
有
権
移
転
登
記
」
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
契
約
済

で
あ
っ
て
も
登
記
が
12
月
31
日
ま
で

に
完
了
し
な
い
場
合
、
平
成
23
年
度

の
納
税
義
務
者
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

○
不
動
産
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の

　

場
合

　
【
取
り
壊
し
た
と
き
】

・「
建
物
滅
失
届
」
を
市
役
所
税
務
課

ま
た
は
最
寄
の
支
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
売
買
・
相
続
な
ど
を
し
た
と
き
】

・「
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
変
更
届
」

を
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
最
寄
の
支

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
契
約

書
の
写
し
等
確
認
で
き
る
書
類
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

※
届
出
等
が
遅
れ
る
と
引
き
続
き
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
役
所
で
の
手
続
き
に
必
要
な
「
建

物
滅
失
届
」「
未
登
記
家
屋
の
所
有

者
変
更
届
」
の
様
式
は
、
市
役
所
税

務
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

税
務
課

　

（
２
５
）
８
１
１
６

　

〜
相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る
生
命

（
損
害
）
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
の

税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
〜

　

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
生
命

保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
年

金
の
所
得
税
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（

w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
今
津
税
務
署
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

今
津
税
務
署　

（
２
2
）
２
５
６
１

　

児
童
扶
養
手
当
が
父
子
家
庭
に
も
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

手
当
を
受
給
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は

申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。
市
役

所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
（
朽
木
は
支
所
）
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

▼
申
請
手
続
き
に
必
要
な
書
類

・
受
給
資
格
者
お
よ
び
該
当
す
る
児
童

の
戸
籍
謄
本
（
抄
本
）

・
印
鑑

・
認
定
請
求
書
等
（
用
紙
は
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。）

　

▼
父
子
家
庭
の
支
給
要
件

　

次
の
①
か
ら
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
（
注
１
）
を
、
父
が
養

育
し
、
か
つ
生
計
を
同
じ
に
し
て
い

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
母
が
死
亡
し
た
児
童
（
注
２
）

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
児
童

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る
児
童
等
）

（
注
１
）
こ
の
制
度
で
い
う
「
児
童
」

と
は
、
18
歳
の
誕
生
日
以
降
、
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
い

い
ま
す
。

（
注
２
）
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給

さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
等
を
受
け

て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

▼
手
当
額
（
月
額
）

　
　

児
童
１
人
の
場
合　

　
　
　

全
部
支
給
額　

４
１
，
７
２
０
円

　
　
　

一
部
支
給
額　
　

　
　
　
　

９
，
８
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
４
１
，
７
１
０
円

　
　

児
童
２
人
以
上
の
場
合

　
　
　

２
人
目　
　

５
，
０
０
０
円
加
算

　
　
　

３
人
目
以
降　

　
　
　
　

１
人
に
つ
き
３
，
０
０
０
円
加
算

※
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
た

り
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭
の
父

や
母
な
ど
）
お
よ
び
同
じ
住
所
に
あ

り
生
計
を
同
じ
に
し
て
い
る
扶
養
義

務
者
（
直
系
血
族
、
兄
弟
姉
妹
）
の

前
年
所
得
が
、
所
得
制
限
額
以
上
の

場
合
は
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部

が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

　

▼
申
請
か
ら
支
給
ま
で
の
手
続
き

○
今
年
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
方

　
　

・
11
月
30
日
ま
で
に
申
請

　
　
　
　

⇒

８
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
本
年
８
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
方

　
　

・
11
月
30
日
ま
で
に
申
請

⇒

要
件
に
該
当
し
た
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の

翌
月
分
か
ら
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。　

子
育
て
支
援
課

　

（
２
５
）
８
１
３
６

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

社
会
適
応
訓
練
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日　

時　

 
 

12
月
11
日
（
土
）　

13
時
〜
16
時
30
分

　

▼
場　

所　

大
津
市  

ピ
ア
ザ
淡
海 

　

滋
賀
県
立
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

　

▼
対
象
者　

　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族

　

▼
内　

容

・
講
演
「
滋
賀
県
の
５
大
が
ん
地
域
医

療
連
携
に
つ
い
て
」

　
　
（
講
師
）滋
賀
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

外
科
医
長　

松
尾
隆
志
さ
ん

　

・
講
演
「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」

（
講
師
）滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属

　
　
　

病
院　

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認

　
　
　

定
看
護
師　

河
村
光
子
さ
ん

　

・ 

医
療
相
談
会　

　
　
（
講
師
）
松
尾
隆
志
さ
ん
・
河
村
光
子
さ
ん

・
ス
ト
ー
マ
装
具
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
ス

ト
ー
マ
装
具
展
示
・
説
明
会

　

▼
参
加
費

　
　

無
料

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
が
ん
等
で
人
工

ぼ
う
こ
う
、
人
工
肛
門
を
保
有
し
た
方

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
滋
賀
支
部

　
　
　

谷
口
良
雄
さ
ん

　

０
７
７
（
５
６
２
）
１
７
７
３

　

た
か
し
ま
市
民
協
働
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
に
ま
ち
づ
く
り

情
報
を
お
届
け
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

　

▼
お
届
け
す
る
情
報

　
　

○
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
　

○
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
情
報

　
　

○
助
成
金
・
補
助
金
情
報

　
　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
案
内
な
ど

　
　

★
毎
週
金
曜
日
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

▼
登
録
の
手
順

①
携
帯
電
話
で
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
す

る
。

②
自
動
返
信
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
、

そ
の
指
示
に
従
っ
て
指
定
部
分
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
と
登
録

完
了
で
す
。

　

▼
そ
の
他

・
登
録
は
無
料
で
す
が
、
パ
ケ
ッ
ト
通

信
料
は
各
自
で
ご
負
担
願
い
ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
を
ご
希
望
の
場
合

は
、w

e
b
m
a
s
te
r@
tk
k
c
.

takashim
a-shiga.jp

ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

た
か
し
ま
市
民
協
働
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
（
今
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
２
０
）
５
７
５
８

　

高
島
市
少
年
セ
ン
タ
ー
・
あ
す
く
る
高

島
で
は
、
仕
事
を
し
て
い
な
い
、
就
職
活

動
を
行
っ
て
い
な
い
青
少
年
に
対
し
て
就

労
等
へ
導
く
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
働
く
こ
と
」「
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
経
済
的
自
立
」

の
意
義
と
喜
び
を
体
感
し
、
働
く
た
め
の

一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

に
、
職
場
体
験
や
就
労
等
に
つ
い
て
受
入

れ
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
（
事
業

所
・
団
体
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
青
少
年
の
自
立
支
援
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
自
立
支
援
協
力
企
業
の
登
録
に
関
す
る

【
固
定
資
産
税
】

家
屋
の
取
り
壊
し
・
売
買
・

  

相
続
な
ど
を
し
た
ら
届
出
を
!!

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
は

　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

社
会
適
応
訓
練
講
習
会  

開
催

高
島
市
ま
ち
づ
く
り

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
開
始
！

reg@nishi-
  biwako.net

少
年
自
立
支
援
協
力
企
業
の

　

登
録
を
募
集

※
償
却
資
産
‥
‥
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店

な
ど
を
経
営
し
て
お
ら
れ
る
方
が
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・

器
具
・
備
品
・
構
築
物
な
ど
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詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　

高
島
市
少
年
セ
ン
タ
ー
・
あ
す
く
る
高
島

　

（
３
２
）
３
８
２
４

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
小
学
校
へ

行
く
ま
で
の
乳
幼
児
期
は
、
家
庭
の
中
で

親
や
保
護
者
が
子
ど
も
の
発
達
に
あ
わ
せ

た
教
育
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
こ

ろ
も
か
ら
だ
も
日
に
日
に
育
つ
、
そ
ん
な

子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
た
保
護
者
の
か

か
わ
り
方
を
、
講
演
や
実
践
か
ら
学
び
ま

す
。

<

内
容
・
日
時
・
場
所
等>

　

①
講
演

「
伝
承
の
子
育
て
を
わ
ら
べ
唄
に
学
ぶ
」

　
　
（
講
師
）
滋
賀
わ
ら
べ
の
会　

　
　
　
　
　
　

代
表　

平
林　

智
子
さ
ん

　
　

・
日　

時　

12
月
17
日
（
金
）、１
月
16
日
（
日
）

 

10
時
15
分
〜
12
時
15
分

　
　

・
場　

所

　
　
　

安
曇
川
公
民
館　

視
聴
覚
室

　
　

・
対　

象　

　
　
　

お
も
に
０
歳
〜
２
歳
児
の
保
護
者

　
　

・
定　

員　

各
回
30
人　
　
　
　
　

　

②
実
践

「
伝
承
の
子
育
て
を
わ
ら
べ
唄
に
学
ぶ
」

　
　
（
講
師
）
滋
賀
わ
ら
べ
の
会　

　
　
　
　
　
　

代
表　

平
林　

智
子
さ
ん

　
　

・
日　

時　

　
　
　

２
月
２
日
（
水
）　

 
 
 
 

10
時
15
分
〜
11
時
45
分　

　
　

・
場　

所　

　
　
　

安
曇
川
公
民
館　

和
室

　
　

・
対　

象　

満
１
歳
未
満
の
子（
開
催
日
時
点
）

と
保
護
者

　
　

・
定　

員　

各
回
30
人

　

③
講
演
＆
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

「
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？
」

　
　
（
講
師
）
発
達
相
談
員　

　
　
　
　
　
　
　

小
菅　

孝
子
さ
ん

　
　

・
日　

時　

12
月
８
日
（
水
）、１
月
23
日
（
日
）

２
月
10
日
（
木
）

 

10
時
15
分
〜
12
時
15
分

　　
　

・
場　

所

　
　
　

安
曇
川
公
民
館　

視
聴
覚
室

　
　

・
対　

象　

お
も
に
３
歳
〜
就
学
前
の
子
の
保

護
者

　
　

・
定　

員　

各
回
30
人

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
募
集
期
間　

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

　

▼
申
込
方
法　

受
講
希
望
日
・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・

託
児
希
望
の
有
無
（
託
児
を
希
望
す

る
場
合
は
、
子
ど
も
の
名
前
、
性
別

お
よ
び
年
齢
）
を
、
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
メ
ー
ル
で
社
会
教
育
課
ま
で
。

・

社
会
教
育
課

　

（
３
２
）
４
４
５
７

　

（
３
２
）
１
１
３
５

　

syakyo@
city.takashim

a.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

shiga.jp

　

琵
琶
湖
周
航
の
歌
を
中
国
語
で
楽
し
く

歌
い
ま
せ
ん
か
。

　

▼
日　

時　

 
 

12
月
12
日 

（
日
）　

 
 
 

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

▼
場　

所　

　
　

安
曇
川
公
民
館　

視
聴
覚
室

　
　
　
（
安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　

▼
定　

員　

30
人

　

▼
内　

容

　
　
（
１
部
）「
中
国
語
の
歌
♪
教
室
」

『
琵
琶
湖
周
航
の
歌
』
を
、
中
国

語
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
２
部
）「
二
胡
の
演
奏
会
」

　

▼
参
加
費　

５
０
０
円

　
　
　

  
（
中
国
茶
、
中
国
の
お
菓
子
つ
き
）

　

▼
申
込
締
切　

 
 

12
月
10
日
（
金
）

　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

　

▼
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
社
会
教
育
課
ま
で
。

・

社
会
教
育
課

　

（
３
２
）
４
４
５
７

　

（
３
２
）
１
１
３
５

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
お
う
ち
」
と
書

か
れ
た
黄
色
の
コ
ー
ン
や
木
柱
を
目
に
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？　

こ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
に
危
険
が
迫
っ
た
と
き
、
避

難
や
助
け
を
求
め
る
場
所
の
目
印
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
現
在
市
内

９
０
６
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
１
１
０
番
に
は
他
に
、
車
、
バ

ス
、
自
転
車
が
あ
り
、
設
置
し
て
く
だ
さ

る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
、
社
会
教
育
課
青
少
年

育
成
室
ま
た
は
、
お
近
く
の
公
民
館
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
課　

青
少
年
育
成
室

　

（
３
２
）
４
４
５
８

　

同
じ
地
球
に
生
き
る
仲
間
を
知
り
、「
何

が
で
き
る
か
」か
ら
、「
何
か
が
で
き
る
！
」

乳
幼
児
期
子
育
て
学
級　

　
　
　
　
　
　

  
受
講
者
募
集

と
思
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り
と
す
る

た
め
の
国
際
理
解
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
「
ガ
ー
ナ
の
布
を
使
っ
た
ク
リ

ス
マ
ス
カ
ー
ド
づ
く
り
」
を
行
い
ま
す
。

　

ガ
ー
ナ
の
布
っ
て
ど
ん
な
模
様
で
し
ょ

う
？　

自
分
だ
け
の
と
び
だ
す
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

▼
日　

時　

　
　

12
月
19
日
（
日
）
10
時
〜
正
午

　

▼
場　

所　

　
　

安
曇
川
公
民
館  

カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

　

▼
講　

師　

高
木　

香
苗
さ
ん
（
ガ
ー
ナ
で
の
青

年
海
外
協
力
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

者
） 

　

▼
対
象
者　

小
学
生（
親
子
で
の
参
加
、大
歓
迎
！

小
学
生
以
下
の
お
子
様
連
れ
の
方
も

ど
う
ぞ
）

　

▼
募
集
人
数 

 
 

25
人
（
要
事
前
予
約
）

　

▼
参
加
費　

　
　

無
料　

　

▼
申
込
方
法　

　
　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

高
島
市
国
際
協
会
事
務
局

   

（
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
２
０
）
１
１
８
０

　

（
２
０
）
１
１
８
２

　

tifa8
2
2
@
ares.eonet.ne.jp

　

▼
日　

時

　
　

12
月
４
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

　
　

12
月
５
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

　

▼
場　

所　

安
曇
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

２
階
ホ
ー
ル

　

▼
対
象
者　

各
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
市
民
の

方

　

▼
定　

員　

40
人
（
先
着
順
）

　

▼
内　

容　

講
義

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
理
解

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
を
考
え
る

・
住
民
自
治
に
よ
る
避
難
所
運
営
と

は  

な
ど
（
演
習
も
行
い
ま
す
）

　
　
　
　
（
講
師
）　

桑
原
英
文
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
ｏ
ｍ
代
表
）

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
募
集
期
間　

12
月
１
日
（
水
）
ま
で

　

▼
申
込
方
法　

　
　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス　

※
お
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・

高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

（
３
６
）
８
２
２
０

　

（
３
６
）
８
２
２
１

　
「
ト
ン
ボ
と
そ
の
仲
間
た
ち
」
で
は
、

新
旭
の
湖
岸
に
あ
る
桜
並
木（
６
５
４
本
）

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、

寒
肥
・
ひ
こ
ば
枝
切
り
・
枯
れ
枝
切
り
の

作
業
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ご

協
力
が
必
要
で
す
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

▼
日　

時

12
月
６
日
（
月
）（
雨
天
の
場
合
は
、

13
日
（
月
）
に
延
期
）

※
雨
天
時
の
実
施
確
認
は
、
大
石
さ

ん
ま
で
。

　
　

○
１
部　

９
時
〜
11
時
30
分

　
　

○
２
部　

13
時
〜
15
時

１
部
・
２
部
ど
ち
ら
か
の
参
加
で

も
結
構
で
す

　

▼
集
合
場
所　
道
の
駅
し
ん
あ
さ
ひ
風
車
村

　

▼
持
ち
物　

手
袋
、
お
茶

ト
ン
ボ
と
そ
の
仲
間
た
ち
（
大
石
幸
夫
さ
ん
）

　

（
２
５
）
５
８
４
８

　

園
児
・
小
中
高
校
生
か
ら
一
般
ま
で
の

作
品
全
て
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

▼
日
時

　
　

11
月
20
日
（
土
）
〜
24
日
（
水
）

　
　
　

９
時
〜
17
時 

　
　
　

※
24
日
は
午
前
中
の
み

　

▼
場
所　

今
津
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

　

▼
内
容　

平
面
・
立
体
・
書
・
工
芸
・

　
　
　
　
　

写
真
の
各
部
門

　

社
会
教
育
課　

（
３
２
）
４
４
５
７

　

県
民
が
一
体
と
な
っ
た
「
人
権
尊
重
社

会
」
の
実
現
、
部
落
解
放
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
滋
賀
の
地
に
人
権
文

化
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
今
、
私
た
ち

が
な
す
べ
き
こ
と
を
学
び
、
連
帯
を
深
め

る
場
と
し
て
、人
権
週
間
協
賛「
２
０
１
０

年
県
民
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

▼
内　

容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

○
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

滋
賀
県
大
会
最
優
秀
賞
作
品
の
発
表

○
地
域
か
ら
の
発
信

・
朝
鮮
文
化
を
考
え
る
会
「
チ
ン
グ
」

・
子
ど
も
の
教
育
を
考
え
る
会
「
人

権
啓
発
創
作
劇
」

　

○
記
念
講
演「
命
を
輝
か
せ
る
た
め
に
」

　
　
　

向
井
亜
紀
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
）

新
旭
湖
岸
の
桜
守

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

中
国
文
化
講
座（
中
国
語
の
歌
・

演
奏
会
）
参
加
者
募
集

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

高
島
市
美
術
展
覧
会

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
お
う
ち
」
の

　
　

設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

人
権
尊
重
と
部
落
解
放
を

　
　

め
ざ
す
県
民
の
つ
ど
い

「
世
界
と
出
会
う
玉
手
箱　

ガ
ー
ナ

の
布
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

づ
く
り
」　

参
加
者
募
集
！

※
「
青
少
年
美
術
展
」
と
同
時
開
催
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▼
日　

時　

12
月
５
日
（
日
）　

　
　
　
　
　
　
　

９
時
40
分
〜
14
時
30
分

　

▼
場　

所　

　
　

滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館

　
　
　
　
（
米
原
市
下
多
良
二
丁
目
１
３
７
）

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
申
込
方
法　

　

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
、
参
加
票

を
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
高
島
市

よ
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

の
で
、
11
月
25
日
（
木
）
ま
で
に
人

権
施
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

・

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

児
童
作
家
の
今
関
信
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
子
育
て
の
今
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
考
え
る
講
演
・
読
書
会
を
行
い
ま
す
。

　

▼
日　

時　

11
月
28
日(

日
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

▼
場　

所　

今
津
図
書
館　

視
聴
覚
室

　

▼
定　

員　

60
人

　

▼
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
事
前
申
込
）

　
　

・

子
育
て
支
援
課

　

（
２
５
）
８
１
３
６

　

一
人
で
悩
み
を
抱
え
る
の
が
つ
ら
い
と

感
じ
た
時
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
と
心
が

軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
専
門
の
女

性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
の
悩
み
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
あ
な
た
に
あ
っ
た

解
決
の
手
が
か
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

　

▼
相
談
日
・
場
所

　
《
働
く
女
性
の
家
》

　
　

12
月
１
日
（
水
）、
11
日
（
土
）、

 
 
 
 

15
日
（
水
）

　
《
安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

団
体
活
動
室
》

　
　

12
月
22
日
（
水
）

　

▼
時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

　
　
　
　
　
　

※
相
談
時
間
は
50
分

　

▼
対
象
者　

　
　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

　

▼
申
込
方
法　

　
　

専
用
電
話
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
予
約
制
）

　
　

専
用
電
話　
（
２
２
）
４
０
５
２

　
　

受
付
時
間　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
〜
土
曜
日
）

【
男
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
】

　

滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

「
男
女
共
同
参
画
相
談
室
」
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
専
用
電
話　

　
　

０
７
４
８
（
３
７
）
８
７
３
９

　

相
談
日
時

　
　

○
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
13
時
〜
17
時

　
　

○
木
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
17
時
〜
20
時
30
分

　　

ど
ち
ら
の
相
談
機
関
も
、
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
支
援
課

　

（
２
５
）
８
５
２
６

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女
性
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
、電
話
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は
、
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
と
し
て
受
付
日
時
を
拡
大
し
て
、
電

話
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

　

▼
相
談
日
時　

　
　

11
月
15
日
（
月
）
〜
21
日
（
日
）　

　
　
　

８
時
30
分
〜
19
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
10
時
〜

17
時

※
通
常
相
談
・
・
月
〜
金
曜
日
（
年

始
・
年
末
を
除
く
）
８
時
30
分
〜

17
時
15
分

　

▼
相
談
員

大
津
地
方
法
務
局
職
員
・
滋
賀
県
連

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

　

▼
相
談
先

大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
事
務

室
内

　
　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

生
活
保
護
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み

に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が
無
料
電
話
相
談

を
行
い
ま
す
。

　

▼
日　

時　

11
月
21
日
（
日
）　

 
 
 
 
 
 
 

10
時
〜
16
時

　

▼
相
談
受
付　

　
　

０
１
２
０
（
０
５
２
）
０
８
８

　
　
　
　
　
（
全
国
共
通
・
通
話
料
無
料
）

　
　

※
無
料
・
事
前
予
約
不
要

滋
賀
県
司
法
書
士
青
年
会

　

０
７
４
８
（
２
０
）
２
０
７
６

女
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
室

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

家
族
が
う
つ
病
に
な
っ
た
ら

　

う
つ
病
は
誰
で
も
な
り
得
る
病
気
で

す
が
、
実
際
に
家
族
の
誰
か
が
う
つ
病

に
な
っ
た
と
き
、
家
族
自
身
が
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
、
動
揺
し
ま
す
。
将
来
へ
の

不
安
は
「
出
口
の
な
い
ト
ン
ネ
ル
」
と

表
現
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
出
口
は
必

ず
あ
り
ま
す
。
病
気
や
薬
に
つ
い
て
話

せ
る
相
談
相
手
を
見
つ
け
、
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
が
直
面
す
る
問
題

○ 

悪
者
探
し

　

家
族
の
誰
か
が
う
つ
病
に
な
っ
た
ら

「
な
ぜ
、
誰
の
せ
い
で
う
つ
病
に
な
っ

た
の
か
」
と
「
悪
者
探
し
」
を
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
う
つ
病
の
原
因
は
脳

の
神
経
伝
達
物
質
の
乱
れ
で
あ
り
、
家

族
や
患
者
本
人
に
「
悪
者
」
は
い
ま
せ

ん
。「
悪
者
探
し
」
を
す
る
あ
ま
り
、

家
族
関
係
が
壊
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。
う
つ
病
の
治
療
に
は
家
族
の

　　ショック期

気持ちを切り換え、希望を見出せるよう
になる。

うつ病という診断に驚き、この先どうし
たらいいのか分からない。

「診断が間違っているのではないか？」
と思い、病気を認めたくない。ときに医
師や患者本人、周囲へ怒りを感じる。

将来への不安や誰にも相談できない悩み
を抱え、家族自身が落ち込み、周囲から
の孤立を感じる。

いくら考えても解決方法が見つからず、
募る悩みや気持ちに疲れ、家族が「どう
でもいい」と思う。

病気を受け入れるまでの気持ちの変化病気を受け入れるまでの気持ちの変化

見
守
り
と
協

力
が
必
要
で

す
。
う
つ
病

は
治
る
病
気

で
す
。
家
族

み
ん
な
で
治

療
に
取
り
組

み
ま
し
ょ

う
。

○ 

経
済
的
な
不
安

○ 
夫
婦
生
活

　

一
家
の
働
き
手
が
う
つ
病
に
な
っ
た

ら
、
経
済
的
な
不
安
が
起
こ
り
ま
す
。

生
活
費
に
つ
い
て
は
傷
病
手
当
、
医
療

費
に
つ
い
て
は
自
立
支
援
医
療
費
公
費

負
担
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
傷
病
手
当

　

会
社
員
な
ど
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
病
気
や
け
が
の
た
め
に
働
く
こ
と
が

出
来
ず
、
連
続
し
て
３
日
以
上
休
ん
だ

と
き
に
、
休
職
４
日
目
か
ら
給
料
の
６

割
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
な
お
、

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
、
任
意
継
続
被
保
険
者

は
傷
病
手
当
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
は
所
定
の
書
類
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
勤
務
先
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
自
立
支
援
医
療
費
公
費
負
担
制
度

　

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
つ
い
て

の
通
院
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部

を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。
初
め

て
の
申
請
に
は
医
師
の
診
断
書
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
医
師
と
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
役
所
障
害
福

祉
課
も
し
く
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

う
つ
病
の
症
状
の
１
つ
に
性
欲
の
低

下
が
あ
り
ま
す
。（
薬
の
副
作
用
で
も

起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）
性
欲
の

低
下
は
病
気
の
回
復
と
と
も
に
、
自
然

と
回
復
し
て
き
ま
す
。
ソ
フ
ァ
に
一
緒

に
座
る
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
、
手
を

つ
な
ぐ
等
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
増
や
す

こ
と
も
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
精

神
的
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

う
つ
病
の
本
人
は
自
分
の
気
持
ち
を

周
囲
の
人
に
伝
え
た
り
、
物
事
を
決
断

す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。
い
く
つ
か
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
浮
か
ん
で
き
た
「
本
人

が
家
族
に
望
む
こ
と
」
を
参
考
に
、
家

族
も
一
緒
に
治
療
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

本
人
が

　

家
族
に
望
む
こ
と

・
う
つ
病
そ
の
も
の
へ
の
詳
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

・
今
の
状
態
は
怠
け
て
い
る
の
で
は
な

く
、
う
つ
病
の
症
状
で
あ
る
と
理
解

し
て
ほ
し
い
。

・
う
つ
病
で
あ
っ
て
も
普
段
と
変
わ
ら

ず
接
し
て
ほ
し
い
。

・
病
気
の
つ
ら
い
気
持
ち
を
聞
い
て
ほ

し
い
。理
解
し
よ
う
と
し
て
ほ
し
い
。

・
励
ま
し
ば
か
り
で
な
く
、
そ
っ
と
見

守
っ
て
ほ
し
い
。

１

２

３

４

５

　　否認期

　　孤立期

　　無力期

　　受容期

　 健康推進課　 （25）8078　　障害福祉課　 （25）8516

2010・11・159

こころ
の
健  康

本人が家族に望むこと

お
話
と
公
開
読
書
会

「
子
育
て
の
い
ま 

と 

こ
れ
か
ら
」

※
主
催　

高
島
市
里
親
会



ガリバーホール

一律５００円

13 時 30 分　開場  
14 時 　　      開演　

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

　瀬田川の川ざらえ実現に取り組んだ「藤本
太郎兵衛」親子孫３代の苦闘を描く、超大作。
　高島市民で作り上げる、オリジナル市民劇。
たった２回の公演です。お見逃しなく！

『琵琶湖治水の物語』
高島市誕生５周年記念・高島市市民劇２０１０

チケット
前売所

藤樹の里文化芸術会館・高島市民会館・ガリバーホー
ル・やまびこ館・マキノ土に学ぶ里研修センター・
今津東コミュニティセンター・新旭公民館・安曇川
公民館・中江藤樹記念館

▼日　時　11 月 27 日（土）17 時 30 分開場
　　　　　　　　　　　　　　18 時　　  開演
　　　　　11 月 28 日（日）13 時 30 分開場
　　　　　　　　　　　　　　14 時　　  開演
▼場　所　藤樹の里文化芸術会館
▼料　金　一　　　般　１，０００円
　　　　　高校生以下       ５００円
　　　　　（全席自由・各回４５０席限定）
▼備　考　・未就学児は入場できません。
　　　　　・土日別チケットです。
　　　　　・託児あり。事前申込制。
　　　　　　詳しくはお問合せください。

玉垣　 090（8936）8490

12/12 日
藤樹の里文化芸術会館

一　般  １，０００円

「決断　命のビザ」
水澤心吾一人芝居

13 時 30 分開場  14 時開演 ― ＳＥＮＰＯ　杉原千畝物語 ―

中高生　　５００円

鑑 賞 無 料

12/1    ～31水 金

今津サンブリッジ
ホテルギャラリー

今津町今津 1689 ー 2
　 （22）6666

「吉祥絵画展」
藤　直晴

高島歴史民俗資料館

入 場 無 料 高島歴史民俗資料館　 （36）1553

常設展示
月・火

休

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を
調べる

【コーナー展】　「大溝城と大溝藩」

マキノ資料館

入 場 無 料月・火
休 マキノ資料館　 （27）1484

常設展示
山と湖の生活文化を伝える

【コーナー展】　「鉄を造る」

【コーナー展】　「藁のぬくもり」

朽木資料館

入 場 無 料月・火
休 朽木資料館　 （38）2339

常設展示
朽木の生活文化を伝える

ガリバーホール

ガリバーホール　 （36）0219
全席自由

入 場 無 料

12/26日
14 時　　　　開場  
14 時 30 分　開演　

アイリスウィンドオーケストラ
　　　　　　  第８回定期演奏会
　10 代から 60 代まで約 40 人で構成
する吹奏楽団の演奏会です。吹奏楽曲の
ほか、懐かしい曲や、はやりの曲などを
演奏します。ご家族でお越しください。

無 料 九条の会　 （20）1659（安井）

12/5    日

安曇川ふれあい
センター 「第９回　憲法を守る集い」

講演と三線　小北英子さん（87歳）

13 時 30 分～ 15 時 「平和を願い、戦争体験を語る」

ギャラリー Cafe Cozy

今津町舟橋2ー 8ー10　 （22）1414

10 時～ 22 時 ※最終日　16 時まで
12/1    ～26水 日

「羊毛と遊ぶ楽しいひととき」
フェルト・バッグ・小物　ひつじ草の会

鑑 賞 無 料火・休

鑑 賞 無 料 今津町中沼1ー5 ー7　 （22）2108

開催中～11/21
9 時～ 17 時

日

琵琶湖周航の歌資料館

※最終日　16 時まで
月・休

「野の花を描く」作品展
上田耕春（講師）・教室生徒作品

裕欄会　 090（1247）2907（前川）

今津東コミュニティ
センター

9 時～ 17 時
11/23   ～30火 火

鑑 賞 無 料

「第２回裕蘭会教室展」
水墨画・墨彩画・一筆画
※最終日　16 時まで

かばた館　 （25）3790
19 時 30 分開演
11/25 木

２, ５００円

か ば た 館 村田浩＆ＴＨＥ  ＢＯＰ  ＢＡＮＤライブ

▼主催　高島市ＪＡＺＺ同好会キャットテール

　結成35年、日本を代表するバップトランペッター
村田浩率いるハードバップバンドがやってきます。

公
演
せ
ま
る
！

安曇川児童合唱団
　 （32）3630（上坂）

12/5 日
藤樹の里文化芸術会館

14 時～ 16 時
入 場 無 料

「安曇川児童合唱団
　クリスマスコンサート」

水

今津町今津 1589 ー1
　 080（6182）1516（江村）

ギャラリー 散
さ ん ぽ み ち

歩路

10 時～ 17 時

竹脇カヨコ　他３名
～ 12/４

11/24

鑑 賞 無 料火・休

土

「福本俄門水彩画教室　私の好きな風景」

鑑 賞 無 料

11/20   ～26土 金

ギャラリー 藤乃井

安曇川町田中 426　 （32）0150

10 時～ 17 時

「中村和樹  写真展／ My Story」

「大人のためのお話会」
すぃ～とぽてと　10 周年の集大成

▼日時
14時 30分～15時
14時 30分～15時

　11/21（日）
　    /23（火）
　    /25（木）

10時 30分～11時・14時 30分～15時

鑑 賞 無 料

12/1    ～28水 火

今津図書館

今津図書館　 （22）3827
10 時～ 19 時

「ブリザードフラワー展」
坂本　美津代

木・休

２００円
コーロ・いまづ

　 （36）0966（田中）

12/12    日
高島市民会館

13 時 30 分開演

混声合唱団コーロ・いまづ
第８回定期演奏会
※開場　13時


